
第９回　（平成２４年３月１９日）
参画と協働のまちづくり推進会議資料

平成２３年度　地域別懇談会の概要　（特徴のあるもののみ記載）

地域でやりたいこと 市やほかの団体と協力してやりたいこと 市にやってほしいこと

のべ
参加
人数

実現するための方策

‣ 文化財資料館を地域に譲渡し、地域に運
営させる（コミュニティビジネス）

‣ 桜や最明寺川にライティングを施し、人を
集める

‣ 加茂遺跡等を紹介する標識をつくる

‣ 地域に直売所を設置

‣ 各自治会に飲食可能な集会所を設ける

‣ 複数の階段を設置して、子どもが遊べる
最明寺川にする

‣ 最明寺川堤防にサイクリング道、遊歩道
を作る

‣ 地域別懇談会のような集まりを今後も続
けていく（様々な年代で）

‣ 子どもの才能を発表する場と応援する場
をつくる

‣ 移転跡地の緑化を進める

‣ 貸農園を作って、農家と地域住民の交流
を図る

‣ グラウンド、体育館を増やす

‣ ポイ捨てのないまちづくり、罰則をつくる
など

‣ 企業、コンビニ、スーパーを誘致する

‣ 飛行場の移転、騒音レベルを低くする工
夫など

‣ 住宅区と準工地区を分けて水路を作る

‣ 車いすで登れる坂道を整備

‣ 安全に遊べる公園づくり

‣ あいさつ、声掛けを行う

‣ みんなが参加できるようなイベントを増や
す

‣ 高齢者、こどもの見守りを地域で行う

‣ 地域の清掃を行う

‣ 地域の緑化・美化

‣ 活動拠点（自治会館等）の整備

‣ 公園の整備

‣ 道路の拡幅

‣ 保育所、学校の整備

‣ 地域に高齢者や弱者を把握するため、個
人情報保護条例の規制緩和

52人

57人

‣ 地域で蛍を育て増やす

‣ 植木鉢をガードレールに掛け、季節のい
ろいろな花を植える

‣ 元気な高齢者が自由に集まれる場所を
設ける。

‣ 地域活動担い手発掘のため、地域の飲
み会を増やす

‣ 「カーヘル」ボランティアに参加して、高齢
者の移動を助ける

‣ イチジク栽培を実体験したい人を募集し
て生産組合の役員で検討する

地域の課題

‣ 加茂っ子の笑顔がいっぱいあふれ
るまち

‣ 遺跡と自然　我らの宝にめぐまれ
た　美しいまち　ロマンのまち

‣ みんなが戻ってくるここちよい夢の
あるまち

‣ 桃の花に包まれながら世代を超え
て元気に走り回るまち

‣ 自然豊かで人情味あふれる皆がひ
とつになれるまち

‣ 地域のお祭りでみんなが仲良く伝
統を大切にするまち

‣ 子どもも大人も安心して、遊び・学
習できる

‣ 騒音のないまち

‣ ホタルが飛び交うまちづくり

‣ 自然が残り、魚やザリガニなど、子
どもが安心して遊べる地域

‣ 農業（イチジクの生産）が続けられ
る

‣ 自然を利用した産業で雇用を増や
す

‣ 航空機騒音のない生活

‣ 高齢者をもっと活用してもらえるよ
うに（元気な高齢者が多く、時間に余
裕があるので）

‣ 「みんなの笑顔・ いにしえのロマ
ン」
　加茂の宝に恵まれたホタルとびか
うふるさと

‣ 桃の花に包まれながら　皆の笑顔
があふれる加茂小地域

‣ ホタル飛びかう最明寺川と　古代
のロマンただよう桃源の里で　子ど
もも大人も　元気よく躍動している
姿が見えるまち

‣ ☺（笑顔と輪）の町
　　　　　ワッショイ久代

‣ 甘いイチジク　心でつなぐ
　　　　　　　　　　住みよい久代

‣ 心豊かにふれ合ういちじくの街！
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多くの
地域に
共通する
事項

‣ 世代間交流が盛んなまち

‣ 高齢者福祉の行き届いたまち

‣ 地域で子育てを行うまち

‣ 安全安心なまち

‣ 地域内でコミュニケーションが十
分にとれていない。つながりが弱
い

‣ 地域活動の担い手が高齢化、
固定化している

‣ 自治会加入率の低下

‣ 高齢者の生活支援（移動、買い
物）

‣ 子どもの遊び場所がない（公園
は禁止事項が多い）

‣ 道路及び交通安全

‣ 住民のマナーが悪い（ゴミ出し、
犬の糞の始末等）

‣ 車がないと移動に不便

‣ 道路が狭く危険

‣ 障がい児の通園施設が少ない

‣ 近郊農業の活性化

‣ 大人と子どもの遊び場

‣ 地域の安全・安心

‣ 路上駐車が多い

‣ 空港対策

‣ 環境衛生

No.小学校区

1 久代

キャッチフレーズ ありたい姿

加茂
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地域でやりたいこと 市やほかの団体と協力してやりたいこと 市にやってほしいこと

のべ
参加
人数

実現するための方策
地域の課題No.小学校区 キャッチフレーズ ありたい姿

‣ 自治会館の利用目的制限の緩和

‣ 地域の交番所の活用

‣ 地域にある老人施設の有効活用

‣ 定期的な朝市（歩道）とフリーマーケット
（学校）

‣ ＮＰＯと連携して、川をきれいにする

‣ 地産地消を実現する上からも、商店、住
宅の混在するまちへの転換

‣ 違法駐輪を無くす／駐輪場を作る

‣ 防災非常時連絡網、防災無線

‣ 地域包括支援センターと連携(連絡)する

‣ ボランティアの有償化(ビジネス型ＮＰＯ法
人)

‣ 福祉委員会の増員

‣ 防犯灯をつける

‣ 不法立看板、ビラの取り締まり

‣ 市組織の改編(民生、自治会、福祉１部署
で）

‣ 自治会館の共同利用の検討(会館が多す
ぎる)

4

5

3

川西北

56人

45人

45人

川西

桜が丘

‣ 車優先の道路を見直す／切り下げを無く
す

‣ 市•県•国の垣根を外す（どこでも一つの窓
口が対応できるように）

‣ 婚活、出会いの場を作る

‣ 老人会活動や自治会活動のリーダー的
指導を行政で進める

‣ 地域イベントの活用による集客力アップ

‣ 学校の花壇などを地域のボランティアで
作っていく

‣ 総合窓口を作るべき

‣ 中央北地区の開発に合わせた道路の整
備

‣ 空き家の把握を行う→市への申し入れ

‣ 地域の施設の優先順位を決める

‣ 新規連絡の時や、確認申請のときに市の
方から自治会加入をお願いして欲しい

‣ 公園に時計を作る

‣ ブロック囲いのないまちづくりのルール化
（交通事故防止）

‣ 川西の玄関
　　　～安全・ 安心・ 美しい地域～

‣ ［き］のうも今日もこれからも
　 ［ず］っとずっと笑顔のたえない
　　 ［な］かよくくらせる住よいまち

‣ 古（いにしえ）の大楠に人が集まり
手をつなぎ未来を創る元気あふれ
るやなぎっ子

‣ 人が輝けるまち

‣ 川西の玄関（駅周辺）人の集まる
所大事にする

‣ 歩くことが楽しいまち

‣ 玄関とトイレのきれいなまち

‣ 安心安全誰もが笑顔で暮らせるま
ち

‣ コミュニティ中心の住み良いまち

‣ みんなで手を携えて地域を支える
まち

‣ 歴史と自然の文化あふれるまち

‣ ポイ捨てが多い

‣ 道路が狭く危険

‣ 住民のマナーが悪い

‣ 地域の防犯‣ 防災

‣ 商業、経済の活性化

‣ 人材／人財の自治会研修、啓発

‣ 歴史的行事を通して文化を子どもたちに
伝えていく

‣ 自動販売機を減らす

‣ 温故＋知新＝川西北地区

‣ 開発で変化する街、足を活かして
支える永寿の北地区

‣ 地域の自然・支え合い・あいさつ
でつなぐ三世代

‣ 自然・伝統文化を守り活かすまち

‣ 誰もが安全に移動できるまち

‣ 気取らずお互いが助け合えるまち

‣ 利便性の高さ、住みやすさを維持
できるまち

‣ 魅力ある行事を大切にするまち

‣ スポーツ２１が誇れるまち

‣ 自然と共生できるまち

‣ 中央北地区

‣ 空き家問題

‣ 小児科、産婦人科が少ない

‣ 自然環境とその活かし方

‣ 子どもの居場所

‣ 施設の活用

‣ 移動が困難な方にタクシー代を補助し、
イベントに参加してもらう

‣ マンションぐるみで自治会入会をすすめる
→コミュニティからマンションのオーナーに
申し入れる

‣ 行事を見直し魅力的にし、呼びかけPRを
行う

‣ 各行事終了後の打ち上げ会（公園での
バーベキューなど）

‣ 守りたい地域の景観マップを作成する

‣ 地域でサポートチームを創設する

‣ 昔遊びの方法を親世代に教える

‣ 不要品交換会の設立（自分に不要→他
人に有用）

‣ 誰かれも　笑顔でつなぐ　おせっ
かい

‣ 創り上げよう！！
　世代を超えて　住みよいまちに
　咲かそう桜　心の中に

‣ つながりで　安心を届けあう　桜小
地域

‣ 笑顔で楽しく暮らせるまち

‣ マナーを守り、お互いが注意し合え
るまち

‣ 皆が集える居場所のあるまち

‣ 空気・ 緑・ 夜景のきれいなまち

‣ 施設不足、不備

‣ 雇用対策

‣ 美化（マナー）

‣ 交通施設整備

‣ パソコン活用して、地域活動を活性化さ
せる

‣ 個人の地域活動体験をネットに掲載して
参加を募る

‣ 地域のＰＲ方法を充実させる

‣ 地域活性化の一つとして、買い物を地元
でする

‣ 身近な所で、会館を活用してふれあいサ
ロンを開催する

‣ 認知症について、啓蒙サポーターを養成

‣ 宅配をしてくれる商店を開拓する

‣ 防災倉庫の設置
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‣ 小中学校と地域の交流をする

‣ ボランティアのポイント制度導入

‣ 防災とプレイパークセンター（DPC）の活
動を拡大する

‣ 住宅開発と同時に公園をつくる

‣ 家庭、学校、地域連携の具体的方策の研
究調査

‣ 道幅を広げる

‣ 街灯を増やす

‣ 保育園や総合病院の誘致

8

7

多田東

6 明峰

多田

57人

51人

‣ 多田神社の歴史に親しみ、猪名川
で遊べるまちに

‣ 人とのふれあいできずなを深める
まちに

‣ 故郷を愛するこころを持ったまち

‣ 子どもが安心して育ちやすいまち、
親子がなごめる場所

‣ おとなから子どもまで住みやすい
つながりのあるまち

‣ 春は桜、夏は鮎と蛍、猪名川で共
演する自然豊かなまち、多田

‣ 公園を整備する（整備：行政／管理：地
域）

‣ バスの路線に関して、行政と関係者での
改善委員会を設け、検討を行う

‣ 認知症、徘徊者のネットワーク、連絡網の
整備→パソコンの活用（GPS等）による位
置管理

‣ 市有地を活用した活動拠点を確保する

‣ 資源の有効活用をする←意見を聞いてメ
ニューを作る（貸し農園等）

‣ 移動販売（コープ、自治会、軽トラ）

‣ 災害時の通報（警報）連絡網（連絡手段）
を作る

‣ 防犯カメラを設置する

‣ 問題のある道路（狭い歩道など）の整備

‣ 阪急バスに一方通行ではなく両方向に運
行してもらう

‣ 皆が自治会員となるような条例を作る

‣ 街路樹を楽しむため、あまりばっさりと切
りすぎない

‣ 高齢者が喜ぶ施策（バス料金無料券発
行）

‣ 警察の区域を再検討してもらう（防犯、交
番等の対策区域）

‣ 行政と医師会の協調により医療環境の充
実を図る

52人

‣ 遊休地や空地を確保し、公共施設や憩い
の場所づくり(非常時には仮設住宅に)

‣ 遊歩道の整備、設置

‣ 防災マップの作成

‣ 氏神を大切にする

‣ かつての行事を復活させる

‣ 公園、砂場を安全に (ガラス、糞などを取
り除く)

‣ 保育所との連携(ノウハウを教えてもらう)

‣ 運動公園の確保、再整備

‣ 大きなこと（街灯）については市に依頼

‣ 活性化のために有名店を誘致する

‣ 防犯

‣ 交通の利便性

‣ 公園の管理

‣ 空き家、空き地

‣ 子供の安全

‣ 障がい者支援

‣ 通学問題

‣ 盛大なスポーツ大会を考える
‣ 散歩ルートを整備する
‣ 警察と連携した自主パトロールの実施
‣ 自主防災マップを作成する
‣ 高齢者の人材バンク（魅力ある文化活動
メニューを増やす、簡単な電球替えをして
もらう、植木の剪定をしてもらう等）
‣ 生活支援ボランティアを増やす
‣ 地域通貨を作る
‣ 地区を細かく分けてパトロールする（リタ
イヤ層に参加してもらう）
‣ 犬の散歩でのパトロール
‣ OB及び女性消防団を作る（自主防災会
の活用）

‣ 猪名川の浄化（アユが住める
川、ホタルも）

‣ 自然災害に弱い

‣ 地域美化

‣ 病院の運営改善

‣ 魚釣りができる川にするため専門家の意
見を聞く

‣ 多田神社までの街道の桜並木の整備と、
灯篭をつけ、観光の一助に

‣ 地区別の祭りを一つにまとめ山車を出す

‣ 子ども達と歴史紙芝居を作成する

‣ 猪名川、多田神社の歴史文化を説明でき
る人を育成

‣ 源氏祭りの武者をもっと増やす

‣ 多田神社の特徴をテレビ、ラジオで宣伝
する

‣ 春夏秋冬　優しさの輪ではぐむき
ずな　歴史と自然のまちＷｅ　ｌｏｖｅ
「多田」
～春は桜　夏は川遊び　秋は祭り
冬は神社の初詣～

‣ 帰ってこいよ！！魅力ある多田

‣ 清流猪名川と源氏の歴史を育み、
心ゆきかう元気でやさしいまち多田

‣ 公園

‣ 防犯・防災

‣ 教育

‣ 集まる場所

‣ 立ち話の出来る場所
‣ 防災ボランティアの拡充、 防犯協会との
協働
‣ 観光ボランティアの育成
‣ 地域グルメの育成
‣ できるだけ各自治体で街灯をつける努力
をする
‣ 公園の掃除は自治会で定期的にする
‣ 犬の散歩時仲間で注意（意識を高める）
する
‣ 駅前でビラを配り、地域活動への参加を
飛びかける
‣ 夏祭りの復活
‣ 多太神社の秋祭りの毎年開催
‣ ○○大会を開催し賞品を出す

‣ “田舎の都会”自然に恵まれ、利
便性のあるやさしいまち明峰！！

‣ 石切山、釣鐘山の豊かな自然に
ふさわしい“三世代交流のまち明
峰”

‣ 地域資源を使いこなして、みんな
が参加するまちづくり
～人材、文教福祉施設、自然環
境、まつりを活用したまちづくり～

‣ 住民にやさしい道路のあるまち

‣ 高齢者、障がい者が安心して暮ら
せるまち

‣ 中学校給食のあるまち

‣ いつでも気軽に外出できるまちに

‣ みどりと小鳥の多いまちへ

‣ 誰もがふるさとと呼べるまち

‣ 身近なエリアで生活できるまち

‣ 暮らしの環境を自分たちが作って
いくまち

‣ 魅力ある文化を育むまち

‣ 笑顔のあいさつで始まる井戸端会
議　多田東

‣ 和‥人・街・自然
　源‥地域のエネルギー
　　　　住み易さ
　多‥多くの人々
　太‥太い絆で結ばれる

‣ 舎羅林に　こだまする　笑顔の輪

‣ 四季の移ろいを感じられるまち

‣ 歴史・文化を後世につなげるまち

‣ 自然豊かな塩川にホタルや人が
集うまち

‣ 子どもはのびのび、高齢者は
ゆったり過ごせるまち

‣ 世代を超えて、ふれあいのあるま
ち

‣ 安全、安心な明るいまち

‣ 参加しやすい充実した活動のあ
るまち

‣ 絆のあるまち
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地域の課題No.小学校区 キャッチフレーズ ありたい姿

‣ 市民病院へのシャトルバス運行
‣ 病院の誘致
‣ パトロール車追加1台購入
‣ 公園に遊具を増やす（子供向け、高齢者向
け）
‣ 水路北側の歩道を利用して植樹できるよう
に考える
‣ 不法投棄対策として、防犯カメラ、看板、セ
ンサーライトの設置
‣ 空き家に住んでくれる場合に何らかの補助
をする
‣ 中学校へ岩根山のPRポスターの作成を依
頼する
‣ 「こころの窓口」のPRポスターとチラシを中
学校に依頼し、活動内容も中学校に伝える
‣ 公民館を地域が運営管理
‣ 自治会と中学校との交流により、中学生と
地域のかかわりを話しあう
‣ 三世代交流ができる「ふれあい給食会」を
学校とのコラボで実施
‣ 働くママのために保育所開設

‣ 病院を回る循環バスを走らせる

‣ 医療機関の充実→ミニ総合病院

‣ 学校のトイレを明るくきれいにしてもらう

‣ 県道の南北入り口のがたがたの道路を直
す

‣ 桜の老木診断

‣ 水路の両側の桜並木作り

清和台10

9

11けやき坂

緑台
・陽明

‣ 緑豊かで　老いも若きも　笑顔の
街

‣ 子どもの声がこだまし　誰もが安
心して暮らせる　緑のふるさと

‣ 世代交流で楽しく暮らそう　地域
力

‣ シルバー人材センターの地域版を作る

‣ 小学校の協力を得て、クリーンアップを授
業に取り入れてもらう

‣ コープによる個別宅配

‣ 地域内を回る低料金のボランティアバス
をつくる

‣ 清和台中学校への通学手段を確保する
／自転車通学の許可

‣ おもろ座を若者の軽音楽会場にも使わせ
る

45人

59人

51人

‣ 年金受給額を上げる

‣ 児童公園の遊具の整備のため、子どもの
意見を聞く

‣ 坂が多いので一休みできるようなベンチ
などを設ける

‣ デイサービスセンターやリハビリセンター
を設置

‣ 民生委員確保のための処遇改善

‣ 空き教室の有効活用(規制緩和)

‣ 大型の介護施設の誘致

‣ 緑台老人福祉センターの入浴有料化

‣ 保育所の設置

‣ 信号の設置

‣ 商店街の集約と、駐車場の確保

‣ コミュニティバスの運行

‣ 認定子ども園の設置

‣ 地区の一方通行の緩和

‣ 緑豊かな岩根山、未来に希望をつ
なぐふるさと清和台

‣ 「絆・和」岩根山に抱かれ人と人が
つながるまち

‣ 地域の宝・人・桜　きずなを育む清
和台

‣ 元気で健やかな子どもの育成の為の
居場所がある街

‣ 自然豊かな癒される街

‣ 誰とでも気軽に声を掛け合える街

‣ バスと徒歩で便利な街

‣ 岩根山に抱かれる街

‣ 人と人がふれあえる場所と空間のあ
る街

‣ 地域の「宝」、桜と緑を守り続ける街

‣ 教育施設

‣ 医療施設

‣ 障がい者児に対する支援

‣ 買いまわりの便利さ

‣ 保育所、子育て支援

‣ 行政サービス

‣ 防犯カメラ増設
‣ 安全運転啓発のため、スマートドライバー
のステッカーを貼る
‣ 青パトの運転者及び同乗者の増強→広
報で呼びかけを行う
‣ 岩根山の四季を、絵や写真を募ってPRす
る(ポスター、ニュースなど)
‣  “こころ”第二自治会館大ホールを開放し
て欲しい
‣ 子どもたちが主催者のお手伝いができる
行事を増やす
‣ イベント時のスタッフを公募して、自治会
加入のキッカケにする
‣ 買い物ついでにふれあえる空間を作る→
ガーデンモールの空き店舗の活用
‣ 今ある公園を使って、周辺自治会地域で
見に運動会を行う
‣ 桜の名所案内板を作る

‣ 鳥がさえずる自然豊かで向こう三
軒を大切にするけやき坂

‣ ”おもろ”でつながる坂のまちけや
き

‣ 絆むすぶ森、蛍舞う川、笑いころ
がる坂のまち

‣ 自分で作った農産物を食べる

‣ 朝夕に鳥がさえずる住宅街

‣ 若者が夢と希望を持てる活気ある
まち

‣ 自分が持っている技術を生かせ、
収入も得られるまち

‣ 生活用品が自給できるマーケット
がある

‣ 病院、学校、グループホーム等施
設の充実

‣ 高齢者が在宅で暮らせる、医療福
祉の整ったまち

‣ 農業をやる人がいない

‣ 鳥獣被害

‣ 安全確保、防犯

‣ 医療施設が少ない

‣ 移動しやすさ、バスの増便

‣ 生活上の利便性（商業施設整
備）

‣ 公園整備

‣ ホタルの幼虫を川に放流

‣ 住民の協力でお年寄りの憩いの場となる
グループホームを作る

‣ 種、苗のバンクを作り、公園や歩道の緑
化につとめる

‣ 福祉広報を使って協力してくれる人を募
る

‣ 地域の人材を活かして子どもたちにいろ
いろなことを教える場所を作る

‣ 大人側からの発想ではなく、子どもの声
を聞くことによるイベント企画

‣ 保育所の整備

‣ 公共施設の整備

‣ 教育体系の改善

‣ 人とのつながり強化

‣ 交通対策

‣ オールドニュータウン問題

‣ 公園・ 美化環境の整備

‣ 川西病院の問題

‣ 子ども主体の行事計画を子どもたちに立
案させる

‣ 認知症サポーターから見守りシステムの
組織づくり

‣ 空き家を借り上げて、ふれ合う場を作る

‣ 豊富な人材をさらに有効活用(専門性‣ ボ
ランティア)

‣ 元気な高齢者の遊び場と居場所

‣ 自主防犯組織の設立

‣ 過去の計画の見直し

‣ 地域住民がお互いに気遣い合い、
ネットワークを大切にしているまち

‣ 子どもがのびのび安心して遊べる
環境が整ったまち

‣ 地域の自然、地域の行事なども地
域住民で守り、アピールしていける
まち

‣ 高齢者と若者も、どの世代も気兼
ねなく話せる場と雰囲気のあるまち

‣ 3世代が暮らせる街（コミュニケー
ションが多い）

‣ パトロールが行き届いている街

4



第９回　（平成２４年３月１９日）
参画と協働のまちづくり推進会議資料

平成２３年度　地域別懇談会の概要　（特徴のあるもののみ記載）

地域でやりたいこと 市やほかの団体と協力してやりたいこと 市にやってほしいこと

のべ
参加
人数

実現するための方策
地域の課題No.小学校区 キャッチフレーズ ありたい姿

‣ 深山池公園のステージの見物の段をもう
少し使いやすいようにする
‣ 公園の整備、自然を残して子ども達がの
びのび遊べる公園を作る
‣ 猪名川町との共同を(バス、クリーンアッ
プなど)
‣ 防犯カメラ、センサーライトの設置
‣ 弱者を支援する交通対策
‣ 日生中央駅の売店で障がい者の方の店
など
‣ 集会場を2箇所以上に
‣ 公民館に、誰でも来られる喫茶室を開く
‣ 助け合いの会、スマイルの会の充実
‣ 災害時に雨水利用
‣ 行政との意思疎通を良くして、市の補助
金を引き出す

‣ 信号機や街灯の設置

‣ 団地内のふれあいバスの運行

‣ 交通安全講習等を年に2回ぐらいする

‣ 幼稚園、小学生、高齢者団体向けの安全
講習会の開催

‣ 樹木の高さを、防犯を意識した高さにする

‣ 多目的広場の車の出入口を広げる

‣ 避雷針を作る

‣ 教室の増築など、小学校に設備を充実さ
せる

‣ 地域の中で遊ぶグラウンドの整備

‣ 山下駅前をロータリーにする

‣ バリアフリーの推進

‣ 子育て支援制度の創設

‣ 市と市民が担う分野について理解を広め
る

‣ 保育所の充実

‣ 市職員の意識の改革

‣ 大人数で会議が可能な会館が必要

‣ 多目的グラウンドの新設(又は学校のナイ
ター設備)

‣ 子どもの居場所づくり
‣ 子どもを預ける場所づくり
‣ 加入率向上の取り組み
‣ 高齢者の見守り、安否確認
‣ 民生委員、福祉委員ボランティアを増や
す
‣ 高齢者の居場所づくりの拡充
‣ 初谷川の水辺環境をよく知る取り組み
‣ 東谷の自然環境をよく知る取り組み(鑑賞
会)
‣ コミュニティ交通の取り組み
‣ 田んぼや畑で遊べるまち
‣ 黒川の宣伝を全国レベルで進める
‣ 農協の婦人部との協働
‣ 子ども達に地域の自然を理解する課外活
動を増やす
‣ 先生も教育委員会も自信(信念)を持って
‣ 空き地などの有効活用

北陵

東谷12

14

13 牧の台

‣ ゆるキャラが棲むまち　牧の台

‣ 時空を超えるロマンと輝き　成長
する街

‣ ふる里大和
　～夢と元気のバトンをつなぐ　いき
いきリレー　for the future！！～

63人

‣ 道路標識、カーブミラーを配置

‣ 空き地を利用し、駐車場にする

‣ 公園のトイレを洋式にする

48人

47人

‣ 自然と子どもを守りはぐくむ　川西
一夕日のキレイな街　北陵

‣ 自然が豊かな
　　　　　［ス］んで良かった
　豊かな［マ］イライフ
　自然が［イ］っぱい
　　　　　　［ル］すが安心
　　　　　　笑顔の見える街　北陵

‣ 北っこり　スマイル　彩のまち

‣ 川西市の各地域でゆるキャラを作成し、
年1回きんたくんを議長にサミットを行う

‣ 以前実験したオンデマンドバスの導入と
活用

‣ 商店を集合して、建物を集約する(あるい
は、商店街をつくる)など商店活性化

‣ 子ども会で空き地を借りて、野菜をつくる

‣ 空家を活用し、地域サロンを作る

‣ 子育てシステムの構築(既にあるグルー
プの提携)

‣ 商店街の活性化

‣ まちの景観整備

‣ 交通安全整備

‣ 地域活動のよびかけ

‣ 暮らしの安全、安心

‣ 太陽光発電を推進し、大和が独自で電力
を賄うことで、有名にする

‣ 自分の家の掃除をするとき、少しだけ周
辺も清掃する(まちがきれいになればポイ
捨てをしにくくなる)

‣ まちの相談室を作る

‣ 認知症徘徊防止SOSネットワークの確立

‣ ふれあい広場の設置(大和第2自治会館、
高齢者と若いミセスの交流)

‣ 地域で子育てに役立つ情報の共有

‣ 街並みの良い町

‣ 交通ルールを大人も子どもも守る
まち

‣ 福祉、ふれあいと助け合いがみち
あふれるまちづくり

‣ 弱者（みんな）が安心して暮らせる
優しいまち

‣ 住民が集える交流の場所があるま
ち

‣ 自由に遊べる（自然とふれあえる）
公園がある街

‣ 公園環境

‣ 地域住民の参画意識

‣ 子供の居場所

‣ 学校教育環境の整備

‣ 居住環境

‣ 医療機関の充実

‣ 地域のウォーキング(課題探し)
‣ 近所同士で交流できる場をつくる
‣ いこいこ北陵の充実
‣ いこいの家の確保
‣ 地域住民の人材バンク取組拡大
‣ 教師に、地域行事にもっと参加してもらう
‣ 地域の人を学校に招待するような機会を
作ってもらう
‣ 引越して来たときに、自治会のお誘いをし
て「御近所便利袋」を渡す。
‣ 多目的広場で利用料を取って、PTA、管
理担当の手当にする
‣ 地域自治で各高齢者に役割分担させる
(○○係というような分担)
‣ 多目的広場の活用

‣ ゆとりあるまち

‣ お互い様と言えるまち

‣ 世代を超えて助け合えるまち

‣ 自然と公園を守り、安らぎのあるま
ち

‣ 暮らしと経済のバランスが取れ、魅
力のあふれるまち

‣ みんなで安全・ 安心をつくっていけ
るまち

‣ 交通マナーが守れるまち

‣ 子育て支援がつながっていくまち

‣ 地域で買い物ができるまち

‣ 豊かな「水と緑」をはぐくみ
　やさしい絆で結ばれたまち東谷

‣ しあわせいっぱい　夢いっぱい
　ほほえみ宣言　ひがしたに

‣ 自然の恵みが育む　笑顔と絆のま
ち　“東谷”

‣ みんなが絆で結ばれた東谷のま
ち
‣ 高齢者が安心して生き生きと暮ら
せるまち
‣ 交通弱者をはじめ、全ての住民
にとって安心、安全なまち
‣ 笑顔があるまち
‣ 地域の人が運営する農業法人が
あるまち
‣ 地域通貨で地域興し
‣ 高架下休耕田の利用(ドッグラン)
‣ 自然や伝統を次世代に伝えるま
ち
‣ 住む人の心のきれいなまち

‣ 自然環境の保全、創造

‣ 環境美化

‣ 若い人も高齢者も住みにくい

‣ 十分な医療サービスが受けられ
ない

‣ 将来は買い物難民

‣ 青少年の育成

‣ 体育祭、納涼祭の推進
‣ 黒川に宿泊施設を作って星を見る
‣ 星とホタルで東谷ブランドを作る
‣ 地産地消をコンセプトにインターネットで
全国発信する
‣ 自然を活かした遊び場の充実(管理でき
る体制と場所)
‣ 要望型から参加型への市民の意識改革
‣ 病院ボランティアに参加
‣ 主婦(女性)資源の活用(時間、収入の確
保)
‣ 高齢者の働く場の創造(個人の能力の活
用、収入の確保)
‣ 郷土館を地域で運営する
‣ リーダーとそれを補佐する人を広げる
‣ 見野池の跡地の有効活用
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